
 1 ／ 12  

 

 
 
 

ＬＧＦ－５１ＦＬＧＦ－５１ＦＬＧＦ－５１ＦＬＧＦ－５１Ｆ露露露露    出出出出    形形形形    

ＬＧＦ－５１ＢＬＧＦ－５１ＢＬＧＦ－５１ＢＬＧＦ－５１Ｂ埋埋埋埋    込込込込    形形形形    
 

ＩｏｒＩｏｒＩｏｒＩｏｒ    方方方方    式式式式    漏漏漏漏    電電電電    継継継継    電電電電    器器器器    
 

 

 

    取取取取    扱扱扱扱    説説説説    明明明明    書書書書        

    

    

    

    

    

    

    

 

 

泰和電気工業株式会社

アイゼロアール 

 

 



 2 ／ 12  

 

 

 

本漏電継電器を正しくご使用いただくために、ご使用になる前に必ず本取扱説明書をよくお読みになり、使用方

法を十分理解してからご使用下さい。 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを次のように「危険」「注意」と区別してあります。 

 

 

 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守ら

ないと、感電や重い火傷を受ける可能性が想定される場合 

 

 

取扱を誤った場合、感電や軽い火傷等の危険を受ける可能性および、物的損

害のみの発生が想定される場合 

 

「注意」に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありますので、記載内容は必ず、

守って下さい。 

 

 

 

●感電のおそれがあります。 

 ・本漏電継電器を落下させたり、ケースの内部に水やコーヒーなどの液体が侵入した場合は、直ちに使用を中

止して下さい。 

 ・データ読み取りなどの作業を行うときは、周囲の充電部に触れないよう十分注意して下さい。 

 

 

 

●焼損・火傷のおそれがあります。 

 ・異常な発熱、におい、煙などが生じた場合は、直ちに使用を中止し、電源ブレーカを OFF にするなど電源を

切って下さい。 

●故障のおそれがあります。 

 ・端子台には指定された条件の機器以外は接続しないで下さい。 

 ・本体を分解しないで下さい。 

 ・次のような所を避けて設置・保管して下さい。 

温度の高い場所、湿気の多い場所、直射日光の当たる場所、振動・衝撃の大きい場所、ほこりや塩分・腐蝕性

ガスのある場所 
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１．適用 

三相３線（デルタまたはスター）代表相接地方式または、単相３線式Ｎ相接地方式の低圧回路における漏れ電流

を検出し、対地静電容量分の漏れ電流を除き対地抵抗分漏れ電流のみを演算により抽出し、整定値以上の場合に警

報出力する用途に適用します。パネルへの取付方法により、露出形（ＬＧＦ－５１Ｆ）と埋込形（ＬＧＦ－５１Ｂ）

があります。仕様・性能や取扱方法は同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．仕様 

１）適用電路  ３φ３Ｗ２００Ｖ／１φ３Ｗ２００Ｖ 

２）定格制御電源 ３φ３Ｗ２００Ｖまたは１φ３Ｗ２００Ｖ 

３）定格周波数  ５０／６０Ｈｚ 

４）動作電流値  ５０～５００ｍＡ（５０ｍＡステップ） 

５）電流計測範囲 ０～１０００ｍＡ（Ｉｏ電流値） 

６）電流計測機能 Ｉｏｒ計測値／Ｉｏ計測表示、Ｉｏｒ最大値記憶表示／Ｉｏ最大値記憶表示 

７）動作時間  １～３０秒（１秒ステップ） 

８）接地抵抗補正 ０～２０Ω（１Ωステップ） 

９）復帰方式  自動復帰 

１０）表示  電源表示（緑、相回転異常時は点滅）、動作表示（赤） 

１１）出力接点  １ａ 

１２）出力接点容量 ＡＣ２００Ｖ ２Ａ（ｃｏｓθ＝０．４） 

１３）アナログ出力 Ｉｏｒを出力する 

  下限値：０ｍＡ～（上限値－５０ｍＡ）  （５０ｍＡステップ） 

  上限値：（下限値＋５０ｍＡ）～１０００ｍＡ  （５０ｍＡステップ） 

   出力電流 ４～２０ｍＡ（出力インピーダンス５００Ω以下） 

１４）消費ＶＡ  １０ＶＡ以下 

 

図１．継電器外観写真 

 

（ａ）ＬＧＦ－５１Ｆ

（露出形） 

（ｂ）ＬＧＦ－５１Ｂ

（埋込形） 
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３．性能 

１）制御電源電圧 定格値の±１０％以内 

２）動作電流値  Ｉｏｒ整定値の±１０％または、±２０ｍＡのいずれか大きい方以内 

３）動作時間  整定値の±０．３秒以内 

４）計測性能 Ｉｏ計測  ±（Ｉｏ×５％）±１０ｍＡ 

  Ｉｏｒ計測 ±（Ｉｏ×１％）±（Ｉｏｒ×５％）±１ｄｇｔ 

５）周囲温度  －１０℃～＋５０℃ 

６）絶縁・耐電圧 ＤＣ５００Ｖﾒｶﾞｰ １０ＭΩ以上、 ＡＣ１５００Ｖ １分間 

 

４．組み合わせ零相変流器 

１）警戒電路電圧 ＡＣ６００Ｖ以下 

２）周波数  ５０／６０Ｈｚ 

３）定格電流  ５０から３０００Ａ 

４）形式  弊社製零相変流器 ＺＢシリーズ、ＺＣシリーズ、ＺＤシリーズ、ＺＭシリーズ。 

ＺＢ，ＺＣ，ＺＤシリーズは、形式末尾に「Ｐ」が付きます。（本体にＫ Ｌの極

性記号を付加しています。） 

高精度な計測を行うため、零相変流器と継電器は組合せ調整を行っておりますので、

同一製造番号のものを接続して下さい。 

シリーズにより、接続端子が変わりますので、図２．ブロック図を参照して下さい。 

 

５．動作概要 

 トランスのＢ種接地線には、負荷回路全体の対地静電容量分による漏れ電流Ｉｏｃと抵抗分による漏れ電流Ｉｏ

ｒの合成電流Ｉｏが流れています。このＩｏ電流をＺＣＴにより検出し、内部のフィルタ増幅器で高調波成分が除

かれ、整流回路でレベル信号とし、またゼロクロスコンパレータで位相角測定信号にします。電圧入力は、位相角

測定基準信号としてＩｏの位相角を測定します。これらの信号を用いてマイコンによる演算により抵抗分漏れ電流

Ｉｏｒを導出します。Ｉｏｒが動作電流整定値を超え動作時間以上継続すると継電器が動作します。 

 外部の警報用に無電圧ａ接点と、計測表示用にＤＣ４－２０ｍＡのアナログ出力が用意されています。 

 

６．機能説明 

１）電源表示（緑） 

制御電源が正常に入力されていることを表示します。 

三相電源の相回転方向が逆の場合、ＬＥＤが点滅しますので正しい相順に入替えてください。単相電源の場

合、相回転は関係ないので点滅することはありません。 

２）データ表示 

ＬＣＤの表示窓では、次の表示を行います。 

①計測値表示 Ｉｏｒ計測値、Ｉｏ計測値 

②最大値表示 Ｉｏｒ最大値記憶値、Ｉｏ最大値記憶値 

③整定値表示 Ｉｏｒ動作電流整定、動作時間整定 

アナログ出力整定（下限、上限） 

接地抵抗値の補正整定 

３）継電器動作 

演算により算出されたＩｏｒ値が、動作電流整定値を超え動作時間整定以上継続すると「警報」ＬＥＤ（赤）

が点灯するとともに出力用リレーが動作し、接点が閉路します。 

４）最大値の記憶 

Ｉｏｒ値およびＩｏ値の最大値を自動的に記憶します。継電器不動作時には、過去に流れた最大電流値を、

また継電器動作時には動作時の電流値を記憶します。 

５）アナログ出力 

Ｉｏｒ値をＤＣ４～２０ｍＡにて出力します。Ｉｏｒ値の下限値と上限値は５０ｍＡステップで任意に設定

可能です。設定された下限値と上限値の間を出力電流４～２０ｍＡに均等割として出力します。 
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７．外部接続図 

 外部接続は、図２のように接続します。端子はＭ４ネジアップ式端子台です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＺＣＴ２次 

 本継電器が正しく動作するために、ＺＣＴとの接続の極性が重要です。ＺＣＴ本体は、図のように接地側を「Ｋ」 

変圧器側を「Ｌ」として下さい。 

ＺＣＴは、そのシリーズにより継電器の接続端子が異なります。ＺＢ，ＺＣ，ＺＤ，ＺＭの各シリーズは、下記

のように接続して下さい。なお不使用の継電器の端子(Ｚ１またはＺ３)には何も接続せず空きのままとしておいて

下さい。 

継電器の端子 ＺＭシリーズ ＺＢ・ＺＣ・ＺＤシリーズ 

Ｚ１ ｋ 空き 

Ｚ２ ｌ ｌ 

Ｚ３ 空き ｋ 

（２）ＡＣ電源 

ＡＣ２００Ｖ電源は、Ｉｏｒ電流算出時の基準電圧として使用しますので、下記のとおり接続して下さい。１φ

か３φは接続された電源を判別して自動的に演算式の切替を行います。 

 

 

 

 

 

（３）動作出力 

 無電圧ａ接点出力です。接点は自動復帰となっております。Ｉｏｒ電流値が整定値以下になると約３秒後に自動

的に復帰します。 

（４）アナログ出力 

 Ｉｏｒ電流値をＤＣ４－２０ｍＡ出力します。Ｉｏｒ電流値の下限と上限は整定により自由に変更できます。下

限値＝４ｍＡ，上限値＝２０ｍＡとし、その間は直線的に変化します。 

継電器の端子 １φ３Ｗ ３φ３Ｗ 

Ｐ１ Ｒ Ｒ 

Ｐ２ Ｔ Ｓ（接地相） 

Ｐ３ 空き Ｔ 
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図２．ブロック図 
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８．操作方法の説明 

８．１ 継電器正面の詳細 

 

 

継電器正面は、図３のようになっておりつぎの

３種類の機能を持っております。 

ａ）ＬＣＤ表示部 

 計測値・最大値・整定値などを表示します。 

ｂ）電源・警報表示 

 ＬＥＤにより表示します。 

ｃ）スイッチ 

 ＳＷ１～ＳＷ５の押しボタンスイッチです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＣＤ表示部では、次の表示を行います。 

ａ）Ｉｏ、Ｉｏｒ 

Ｉｏは、Ｃ分とＲ分の漏れ電流の合計電流です。 

Ｉｏｒは、演算により算出したＲ分電流です。 

ｂ）計測値、最大値、整定値 

選択された表示内容です。 

ｃ）動作時間 

動作時間整定を行うときに表示します。 

ｄ）上限、下限 

アナログ出力を行うためのＩｏｒ電流の上限と

下限の整定時に表示します。 

ｅ）Ｆｎｃ 

定期点検モードに切り替わっているときに表示

します。 

ｆ）５、６ 

電源周波数を自動的に判定し表示します。５＝５０Ｈｚ ６＝６０Ｈｚです。 

ｇ）Ω 

Ｂ種接地抵抗の補正値を整定するときに表示します。 

ｈ）ｓｅｃ 

動作時間整定を行うときに表示します。 

ｉ）ｍＡ 

ＩｏまたはＩｏｒ電流値を表示するときの単位です。 

ｊ）● 

整定値を変更したあと、不揮発性メモリへの書込処理中に点灯します。

 

 

ＬＣＤ表示部 電源表示(緑) 

警報表示(赤) 

ＳＷ１ 
設定メニュー 

ＳＷ２ 
ＵＰ 

(表示切替) 

ＳＷ３ 
ＤＯＷＮ 

(最大値クリア) 

ＳＷ４ 
実行 

ＳＷ５ 
試験 

図３．正面外観 

図４．ＬＣＤ表示部詳細 
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８．２ 個別機能説明 

１）「電源」ＬＥＤ（緑） 

このＬＥＤが点灯していることを確認してください。点滅している場合は、３相電源の相順がずれています。

正しい相順に入替えてください。 

２）「設定メニュー」スイッチ ＳＷ１ 

スイッチを押す毎にメニューモードが①～⑥に順次切り

替わります。操作を行いたいメニューを選択してください。 

 

①Ｉｏｒ、Ｉｏ計測値表示 

演算により算出された抵抗分漏れ電流Ｉｏｒの大きさ、

接地線に流れている電流Ｉｏの大きさを表示します。通

常の運用中はこのモードとしておいて下さい。 

 

②Ｉｏｒ電流整定 

動作電流の整定値を確認したり、変更する時に選択しま

す。ＳＷ２（「ＵＰ」）またはＳＷ３（「ＤＯＷＮ」）を操

作して、希望する整定値とします。５０～５００ｍＡの

間を５０ｍＡステップでの整定ができます。 

 

 

③動作時間整定 

動作時間の整定値を確認したり、変更する時に選択しま

す。ＳＷ２（「ＵＰ」）またはＳＷ３（「ＤＯＷＮ」）を操

作して、希望する整定値とします。１～３０秒の間を１

秒ステップでの整定ができます。 

 

④アナログ出力の下限値整定 

Ｉｏｒ電流値をアナログ出力として使用する場合に、下

限値を設定する時に選択します。ＳＷ２（「ＵＰ」）また

はＳＷ３（「ＤＯＷＮ」）を操作して、希望する整定値と

します。 

下限値と上限値は０～１０００ｍＡの範囲を５０ｍＡ

ステップで任意に設定できます。 

 

⑤アナログ出力の上限値整定 

アナログ出力の上限値を設定する時に選択します。ＳＷ

２（「ＵＰ」）またはＳＷ３（「ＤＯＷＮ」）を操作して、

希望する整定値とします。ただし下限値と上限値を同一

値にしたり、逆転した値とすることは出来ません。 

 

⑥接地抵抗値の補正整定 

接地抵抗は、Ｉｏｒ電流値算出時の誤差要因となります

ので、補正を行うことにより、精度の高いＩｏｒ電流値

を算出することができます。本継電器を設置した設備の

Ｂ種接地抵抗値を入力して下さい。ＳＷ２（「ＵＰ」）ま

たはＳＷ３（「ＤＯＷＮ」）を操作して、希望する整定値

とします。 

接地抵抗値は０～２０Ωの範囲を１Ωステップで整定

できます。設備のＢ種接地抵抗値が不明な場合は、５～

１０Ω程度の値を入力しておくことをお奨めします。 

 

 

 

 

 

 

 

図５．整定画面表示 
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＜整定値の書込み＞ 

②から⑥のいずれかの整定値の変更を行った場合

は、不揮発性メモリーへの書込みが必要です。②か

ら⑥のいずれかの画面にて、ＳＷ４（「実行」）を２

秒程度長押しして下さい。ＬＣＤ画面右下に「●」

が表示されたら、ＳＷ４から指を離して構いません。

メモリーへの書込処理が行われます。書込処理は数

秒～１０秒程度かかります。 

 

②から⑥の何れの画面にてＳＷ４を押しても一連

の整定変更値は一括して書込まれます。また、⑥→

①→②のように整定画面を繰り返し表示しても、制

御電源を切らなければ整定変更値を一時的に保持

していますので、書込み実行を行う前に、新しい整

定値の確認を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

 接続された制御電源の周波数を自動検出しますので、周波数の整定は必要ありません。検出された周波数は 

  ５０Ｈｚ：５ 

  ６０Ｈｚ：６ 

と表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表示が出ているとき

は、書込処理中です。 

 書込処理を実行しないと変更された整定値が不揮発性メモリーへ記憶されないため、制御電源

がＯＦＦとなると変更された整定値が無効となり、整定値変更前の整定値での継電器動作となり

ます。 

 書込処理を実行しない場合、変更後の仮の整定値により継電器は動作しますが、制御電源の、

一時的なＯＦＦなどにより、旧整定値に戻ってしまいます。整定値を変更した場合は、必ず書込

処理を実行して下さい。 

注意！注意！注意！注意！ 

 

５０Ｈｚ ６０Ｈｚ 

図６．書込処理中画面表示 

（ａ）５０Ｈｚ （ｂ）６０Ｈｚ 

図７．周波数画面表示 
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３）「ＵＰ」、「ＤＯＷＮ」スイッチ ＳＷ２、ＳＷ３ 

  ＳＷ２、ＳＷ３は、２種類の機能を持っています。表示中の画面により次の通りとなります。 

イ．計測値画面を表示している時（前記①） 

  ＳＷ２：表示切替を行います。ＳＷ２を押す毎に次のように表示を切り換えます。 

   Ｉｏｒ計測値→Ｉｏ計測値→Ｉｏｒ最大値→Ｉｏ最大値 

 

    電源投入後の最初の画面は、Ｉｏｒ計測値を表示しています。 

ＳＷ３：表示されている最大値をクリアします。記憶されていた最大値を確認しないままク

リアしてしまわないように、表示されている最大値データだけをクリアします。 

Ｉｏｒ最大値とＩｏ最大値をそれぞれ個別にクリアして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロ．整定値画面を表示している時（前記②から⑥の間） 

選択された整定値のＵＰまたはＤＯＷＮを行うことができます。 

 

＜電流値が計測範囲をオーバーしたとき＞ 

  計測値または最大値が計測可能範囲をオーバーしたときは、計測誤差が大きくなってしまうため、数値表示

は行いません。下のように「－－－－」表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「実行」スイッチ ＳＷ４ 

イ．計測値画面を表示している時（前記①） 

「定期点検モード」を選択する時に操作します。

４秒程度長押しすると、画面上段右端に「Ｆｎｃ」

が表示されます。「定期試験モード」の詳細は、

９．２ 「定期点検モード」の項目を参照して下

さい。 

 

  

 

注意！注意！注意！注意！ 

 

 

図８．計測値・最大値の画面表示 

最大値のクリアを行うときは、表示してい

る最大値データのみクリアできます。 

図９．計測値オーバーの画面表示 

図１０．定期点検モードの画面表示 
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ロ．整定値画面を表示している時（前記②から⑥） 

整定値の変更を行った場合に、変更後の整定値

を不揮発性メモリーへ書込む時に押します。 

ＬＣＤ画面右下に「●」表示が出るまで約２秒

程度、押し続けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

５）「試験」スイッチ ＳＷ５ 

 継電器の試験を行う時に押します。このスイッチを押すことによりいつでも継電器の動作を確認することができ

ます。詳細は９．１ 「試験モード」を参照して下さい。 

 

 

９．試験方法 

 本継電器は、「試験モード」による簡略化された確認試験と、詳細な機能を確認する「定期点検モード」の２種

類の試験が可能です。 

９．１ 「試験モード」 

ＳＷ５の「試験」スイッチを押すと、模擬入力が印加され継電器が動作します。動作時間整定によるタイマー時限

後に動作しますので、「試験」スイッチは、動作時間整定の時限以上継続して押して下さい。次の３つの動作を確

認することができます。日常の点検はこの「試験モード」によって継電器の動作確認を実施して下さい。 

「警報」用ＬＥＤが点灯 

「無電圧接点出力」動作 

「アナログ出力」の最大値（＝２０ｍＡ）を出力 

「試験」スイッチによる確認試験は、ＬＣＤの表示が「計測値」「整定値」「最大値」何れの表示を行っているとき

とも実施可能です。 

 

９．２ 「定期点検モード」 

 ＬＣＤの表示が、Ｉｏｒ計測値またはＩｏ計測値とな

っているときに、ＳＷ４を４秒程度長押しして画面上段

右端に「Ｆｎｃ」が表示されたことを確認して下さい。

この表示により電流位相に関係なく、入力された電流の

大きさにより継電器の判定を行う事ができます。一般の

漏電継電器用試験器にてＺＣＴの１次側に電流を印加し

て通常どおりの試験が可能です。定期点検など詳細な継

電器の特性確認を行う時に実施して下さい。 

 ＜試験管理値＞ 

動作電流値 動作電流整定値の±１０％以内 

電流計測値 入力電流の±１０％以内 

動作時間 （電流０→１３０％×動作電流整定値に急変） 

  動作時間整定値の±０．３秒以内 

アナログ出力 下限値整定電流：４ｍＡ±１０％以内  上限値整定電流：２０ｍＡ±１０％以内 

なお、位相判定回路は、ソフトウエア処理となっていますので、確認の必要はありません。 

 

「定期点検モード」を終了するときは、「設定メニュー」スイッチ ＳＷ１を押して下さい。通常のＩｏｒ計測表

示に戻ります。ＬＣＤの表示にて「Ｆｎｃ」が消えていることを確認して下さい。「Ｆｎｃ」が点灯したまま運用

してしまうとＩｏｒ演算を行わず、Ｉｏ値の大きさだけで動作してしまいます。 

 

 

この表示が出ているときは、書込処理中です。 

 

ここに「Ｆｎｃ」が

表示されます。 

図１１．書込処理中画面表示 

図１２．定期点検モードの画面表示 
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１０．外形図 
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（ｃ）端子台配列（Ｍ４ネジアップ式） 

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（ｂ）取付穴寸法 

（ａ）外 形 寸 法 

図１３．ＬＧＦ－５１Ｆ（露出形） 

図１４．ＬＧＦ－５１Ｂ（埋込形） 

（ｃ）端子台配列（Ｍ４ネジアップ式） 

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（ｂ）取付穴寸法 

 

 

（ａ）外 形 寸 法 
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１１．施工・運用上のご注意 

（１）零相変流器が大電流導体に接近していると、正常動作できない場合があります。大電流導体を零相変流器か

ら２０ｃｍ以上離して下さい。 

（２）継電器と零相変流器間の配線は撚って下さい。他の回路からの誘導を受けて正常動作しない場合があります。

配線が５ｍ以上になる場合は、シールド線をご使用下さい。 

（３）零相変流器の取付方法 

 ・Ｂ種接地線に貫通取付の場合は、接地極側を「Ｋ」に、変圧器側を「Ｌ」として下さい。 

 ・回路に貫通取付の場合は、電源側を「Ｋ」に、負荷側を「Ｌ」として下さい。 

（４）組合せ零相変流器 

・弊社標準のＺＢ，ＺＣ，ＺＤ，ＺＭシリーズの零相変流器と組合わせて使用できます。 

・高精度な計測を行うために、零相変流器と継電器は組合わせ調整を行っておりますので、同一製造番号のもの

を接続して使用して下さい。 

（５）整定値の変更を行ったときは必ず「実行」を行い新整定値の書込を行って下さい。 

（６）最大値をクリアするときは、Ｉｏｒ値とＩｏ値を個別にクリアして下さい。 
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